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※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

ず
、
さ
ら
に
駐
車
場
使
用
料
の
負

担
が
あ
り
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

光
綾
公
園
再
整
備
事
業
は
、
バ
ラ

園
を
５
倍
以
上
の
規
模
に
す
る
。

維
持
管
理
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
予
定
し
て
い
る
が
、
確
保
で

き
る
の
か
心
配
で
あ
る
。
保
育
園

が
少
な
く
、
待
機
児
童
が
増
え
て

い
る
た
め
、
公
立
保
育
園
や
認
可

保
育
園
の
増
設
を
求
め
る
。
指
定

管
理
の
施
設
で
は
、
職
員
の
判
断

で
全
て
の
遊
具
を
撤
去
す
る
問
題

が
起
こ
っ
た
が
、
市
の
担
当
者
や

指
定
管
理
の
責
任
者
に
確
認
す
べ

き
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
使
用
は
、
持
ち
歩
く
こ
と
に
よ

る
紛
失
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。
職

員
の
事
務
用
品
の
一
部
は
個
人
で

購
入
し
て
お
り
、
公
費
で
の
購
入

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
）

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
必
要
な

３０

い
事
業
へ
の
支
出
が
あ
る
。落
合
・

吉
岡
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

農
家
が
農
業
を
続
け
た
い
と
訴
え

る
中
、
農
地
を
工
業
系
の
用
途
に

変
更
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
事
業

の
完
全
撤
退
を
求
め
る
。（
仮
称
）

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
事
業
は
、
県
道　

号
線
の
渋
滞

４２

や
周
辺
生
活
道
路
へ
の
車
両
進
入

の
心
配
が
あ
り
、
当
初
よ
り
費
用

負
担
が
増
え
て
い
る
問
題
も
あ

る
。
道
の
駅
は
、
地
元
農
業
団
体

と
の
話
し
合
い
が
少
な
く
、
借
地

で
の
事
業
計
画
に
は
将
来
の
高
額

な
費
用
負
担
の
懸
念
も
あ
る
。
綾

瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
駐
車
場
有
料

化
は
、
施
設
利
用
者
か
ら
施
設
使

用
料
を
徴
収
す
る
に
も
か
か
わ
ら

●
土
地
開
発
公
社
で
は
、
議
会
で

の
審
議
や
議
決
の
前
に
用
地
が
購

入
さ
れ
る
。
購
入
報
告
を
追
認
す

る
だ
け
で
は
議
会
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
公
社

の
廃
止
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
落
合
・
吉
岡
の
土
地
区
画
整

理
事
業
で
は
、
権
利
者
の
不
安
解

消
を
図
っ
た
が
、
未
賛
同
権
利
者

と
の
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
と
説

明
さ
れ
た
。
賛
同
面
積
が
目
標
の

８
割
に
達
す
る
に
は
、
約
１
万
４

３
０
０
平
米
の
賛
同
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
非
常
に
難
し
い
数
値
目

標
で
あ
り
、
早
い
段
階
で
の
事
業

撤
退
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
住

民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
交
付
は
、
１
通
当
た
り

４
７
６
０
円
、
年
間
の
運
用
経
費

が
６
０
０
万
円
以
上
と
聞
い
た
。

多
額
の
経
費
が
か
か
る
た
め
賛
同

で
き
ず
、
貴
重
な
税
金
の
無
駄
遣

面
積
を
５
倍
と
す
る
。
公
園
の
維

持
管
理
を
市
民
と
協
働
で
実
施
す

る
方
針
な
ら
ば
、
計
画
の
段
階
か

ら
市
民
の
声
を
聞
き
、
市
民
の
理

解
の
下
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

今
ま
で
以
上
に
限
ら
れ
た
財
源
で

持
続
可
能
な
発
展
を
す
る
た
め
に

は
、
行
政
と
市
民
、
相
互
に
創
意

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
一
人

一
人
に
寄
り
添
え
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
訴
え
、
平

成　

年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

３０

反

対

反

対

い
と
指
摘
す
る
。
市
民
目
線
で
、

市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
た
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
を
要
望
し
、

平
成　

年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

３０

１０月９日、「綾瀬防火協会初期消火競技大会」が開催されました 
＜市民文化センター第１駐車場にて＞

●
空
母
艦
載
機
移
駐
の
影
響
で
、

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
が
、
前
年
度
比　

・
９
％
の

１２

減
と
な
っ
た
。騒
音
は
減
っ
た
が
、

本
市
が
基
地
の
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
今

後
も
、
整
理
・
縮
小
・
返
還
の
政

策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
付
金

が
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
対
策
を
求

め
る
。
消
費
税
増
額
分
は
、
全
額

社
会
保
障
の
充
実
と
安
定
化
に
使

わ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

社
会
保
障
費
は
さ
ら
に
必
要
と
な

る
た
め
、
必
要
な
方
が
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国

に
働
き
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
。
光

綾
公
園
再
整
備
で
は
、
バ
ラ
園
の
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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た

だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月　

日
・　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰

２０

２４

２５

１６

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
、
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）。

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

Ｑ　

空
き
家
の
減
少
に
向
け
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

Ａ　

現
地
調
査
を
実
施
し
、
所

●
道
の
駅
の
今
後
の
構
想
に
つ
い
て

　

Ｑ　

道
の
駅
に
レ
ン
タ
ル
自
転

車
を
導
入
し
、
ロ
ケ
地
な
ど
を
巡

る
観
光
事
業
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

本
市
の
規
模
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
間
の
距
離
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
自
転
車
で
の
周
遊
は
有
効
と

考
え
て
い
る
。今
後
も
、道
の
駅
を

拠
点
に
、
本
市
の
特
色
を
生
か
し

た
観
光
事
業
を
研
究
し
て
い
く
。

●
公
共
施
設
に
お
け
る
音
楽
の
活

用
に
つ
い
て

　

Ｑ　

音
楽
を
流
す
こ
と
で
職
員

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
作
業
効
率
向

上
に
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
放

送
設
備
更
新
時
に
検
討
し
て
は
。

　

Ａ　

現
時
点
で
音
楽
を
流
す
考

え
は
な
い
。
老
朽
化
し
た
放
送
設

備
の
更
新
時
に
、
適
切
な
音
量
で

放
送
を
流
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

●
図
書
館
に
つ
い
て

　

Ｑ　

図
書
館
は
開
館
か
ら
年
月

が
経
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
在
り

方
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ａ　

図
書
館
と
は
本
来
ど
の
よ

う
な
施
設
で
あ
る
べ
き
か
な
ど
、

他
自
治
体
の
例
も
踏
ま
え
な
が
ら

庁
内
で
議
論
を
始
め
て
い
る
。
今

後
、
本
市
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿

を
、
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が

　

Ｑ　

家
族
が
亡
く
な
っ
た
際
の

手
続
き
を
１
カ
所
で
行
え
る
窓
口

を
作
ら
な
い
か
。
ま
た
、
死
亡
届

の
提
出
時
に
渡
さ
れ
る
案
内
文
を

分
か
り
や
す
く
工
夫
し
な
い
か
。

　

Ａ　

窓
口
に
は
新
た
な
人
員
が

必
要
で
、
対
応
の
な
い
日
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
設
置
の
考
え
は
な

い
。ま
た
、案
内
文
は
タ
イ
ト
ル
や

文
字
の
大
き
さ
な
ど
を
見
直
す
。

●
目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
の 
進 しん 　
  �
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て

　

Ｑ　

文
化
ゾ
ー
ン
構
想
の 
進 しん 　
  �
ち
ょ
く

状
況
は
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
、

地
域
住
民
が
参
加
で
き
な
い
か
。

　

Ａ　

構
想
策
定
委
託
業
者
を
選

定
し
、
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
行
事
の
活
動

を
し
て
い
る
住
民
な
ど
か
ら
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
く
。

●
新
時
代
を
担
う
職
員
の
働
き
方

と
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

　

Ｑ　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
組
織
と
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
若
手
職
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、考
え
を
聞
い
て
は
。

　

Ａ　

人
事
評
価
制
度
で
達
成
状

況
を
評
価
し
、
翌
年
の
勤
勉
手
当

に
反
映
さ
せ
、
意
欲
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

は
行
わ
な
い
が
、
若
手
職
員
と
面

談
し
、意
見
を
聞
く
予
定
で
あ
る
。

　

Ｑ　

各
課
で
議
論
が
活
発
に
さ

れ
、
新
採
用
職
員
で
も
、
提
案
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

　

Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
、
若
手
職
員
も
意
見
が
言

え
る
組
織
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
市
民
の
心
に
寄
り
添
う
行
政
に

つ
い
て

●
女
性
の
活
躍
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
女
性
職
員
の
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計

画
で
は
、令
和
元
年
度
に
管
理
・
監

督
職
の
女
性
割
合
を　

％
以
上
に

１９

す
る
と
あ
る
が
、達
成
で
き
た
か
。

　

Ａ　

平
成　

年
４
月
１
日
現

３１

在
、　

・
９
％
で
、
管
理
職
の
対

１６

象
と
な
る
よ
う
な
年
代
の
女
性
職

員
が
少
な
く
、
達
成
は
難
し
い
。

　

Ｑ　

女
性
就
労
等
支
援
事
業
補

助
金
で
は
、
子
育
て
中
の
女
性
に

対
し
、
就
労
や
創
業
に
必
要
な
資

格
な
ど
の
取
得
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
が
、
取
得

実
績
と
取
得
後
の
効
果
測
定
は
。

　

Ａ　

実
績
は
、
介
護
関
連
が
６

人
の
ほ
か
、
２
級
建
築
士
、
保
育

士
な
ど
、
合
計
で　

人
で
あ
る
。

１４

効
果
測
定
は
、
制
度
利
用
者
に
対

し
、
就
労
実
績
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●
城
山
公
園
の
整
備
と
保
全
に
つ

い
て

　

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
に
も
史
跡
の

全
体
が
分
か
る
看
板
が
必
要
と
考

え
る
が
、設
置
を
検
討
し
な
い
か
。

　

Ａ　
 
土  
塁 
と

ど 

る
い

 
堀  
切 
、 
物  
見  
塚 
、

ほ
り 
き
り 

も
の 

み 

づ
か

 
曲
輪 
は
個
別
に
設
置
し
て
い
る

　

く
る
わ　

が
、
史
跡
全
体
が
分
か
る
看
板
は

な
い
。
県
指
定
史
跡
で
あ
る
た

め
、
目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
構
想

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

来
園
者
が
集
え
る
カ
フ
ェ

や
飲
食
店
を
設
置
し
な
い
か
。

　

Ａ　

公
園
で
の
管
理
運
営
の
効

率
化
と
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
官
民
連
携

な
ど
の
手
法
を
含
め
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

有
者
な
ど
へ
の
連
絡
時
に
、
空
き

家
の
市
場
化
の
話
を
し
て
い
る
。

相
談
が
あ
れ
ば
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
専
門
家
の
窓
口
を
紹
介

し
、空
き
家
解
消
に
努
め
て
い
る
。

道
の
駅
を
観
光
拠
点
と
す
る 

レ
ン
タ
ル
自
転
車
を
導
入
し
て
は

公
明
党 

井
上　

賢
二

職
員
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て 

働
け
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
て

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

女
性
の
持
つ
力
が
最
大
限
に 

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

あ
や
せ
未
来
会
議　

石
井　

麻
理


